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多

良

木

町

た

ら

ぎ

ま
ち

（役 場）

一 
 

概

況

二 
 

町
名
の
由
来

 
 

熊
本
県
の
東
南
部
、
球
磨
郡
の
東
部
に
位
置
し
、
東
は
球
磨
郡
水
上
村
、
湯
前
町
及
び
宮
崎

県
西
米
良
村
に
、
南
西
部
は
広
く
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
に
、
南
は
宮
崎
県
小
林
市
に
、
北
は
球

磨
郡
相
良
村
及
び
五
木
村
に
そ
れ
ぞ
れ
接
し
た
、
人
口
一
〇
、
五
五
四
（
平
成
二
二
年
国
勢
調

査
）、
面
積
約
一
六
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
県
境
の
町
で
あ
る
。

 
 

総
面
積
の
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
林
で
あ
る
。
北
部
と
南
部
地
域
は
広
大
な
森
林
で
覆
わ

れ
て
お
り
北
部
台
地
は
主
に
畑
地
帯
を
形
成
し
て
い
る
。
中
央
部
地
帯
は
平
坦
地
で
球
磨
盆
地

の
一
部
を
占
め
て
、
整
備
さ
れ
た
水
田
地
帯
を
な
し
て
い
る
。

 
 

球
磨
川
が
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
か
ら
西
に
貫
流
し
、
川
に
沿
っ
て
北
岸
を
人
吉
か
ら
宮
崎
に

通
じ
る
主
要
地
方
道
人
吉
水
上
線
、
そ
の
南
岸
を
く
ま
川
鉄
道
湯
前
線
、
熊
本
・
宮
崎
を
結
ぶ

国
道
二
一
九
号
が
並
行
。
南
部
山
麓
に
主
要
地
方
道
錦
湯
前
線
が
走
っ
て
い
る
。

 
 

農
林
業
で
は
、
水
稲
、
メ
ロ
ン
、
た
ば
こ
、
野
菜
、
落
葉
果
樹
、
花
き
、
畜
産
等
の
農
産
物

や
、
杉
、
檜
、
椎
茸
な
ど
の
林
産
物
が
基
幹
作
物
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

名
所
旧
跡
、
文
化
財
等
も
多
く
、
相
良
頼
宗
が
祖
父
頼
景
の
廟
と
し
て
永
仁
三
年
（
一
二
九

五
）
に
建
立
し
た
青
蓮
寺
阿
弥
陀
堂
、
弥
陀
三
尊
、
応
永
二
三
年
（
一
四
一
六
）
相
良
頼
久
の

建
立
と
伝
え
ら
れ
る
王
宮
神
社
楼
門
、
室
町
時
代
の
建
立
と
み
ら
れ
る
長
蓮
寺
薬
師
堂
及
び
薬

師
如
来
像
、
平
安
時
代
の
彫
刻
と
み
ら
れ
る
栖
山
千
手
観
音
菩
薩
像
及
び
脇
侍
像
、
そ
の
他
貴

重
な
資
料
な
ど
も
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

 
 

近
年
、
町
内
に
物
産
館
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
を
活
用
し
た
簡
易
宿
泊
施
設

（
都
市
農
山
村
交
流
促
進
施
設
）
な
ど
も
整
備
さ
れ
、
観
光
客
や
地
域
住
民
が
訪
れ
て
い
る
。

 
 

奈
良
時
代
の
頃
に
は
、
こ
の
一
帯
は
東
村
郷
の
一
部
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代

に
な
っ
て
源
頼
朝
が
相
良
頼
景
に
多
良
木
荘
を
与
え
た
こ
ろ
か
ら
多
良
木
、
黒
肥
地
は
多
良
木

村
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
由
緒
が
あ
り
、
か
つ
旧
多
良
木
町
が
合

併
後
の
中
心
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
新
町
名
を
「
多
良
木
町
」
と
し
た
。
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三 
 

平
成
の
合
併
検
討
経
緯

四 
 

昭
和
以
前
の
合
併
検
討
経
緯

１ 
 

終
戦
後
の
合
併
経
緯
と
関
係
町
村
の
沿
革

２ 
 

町
村
合
併
促
進
法
制
定
後
の
経
緯

（
三
） 

 

久
米
村

（
一
） 

 

多
良
木
町

（
二
） 

 

黒
肥
地
村

（
市
制
・
町
村
制
施
行
前
か
ら
終
戦
時
に
か
け
て
の
状
況
）

 
 

平
成
一
二
年
三
月
の
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
に
お
い
て
は
、
多
良
木
町
、
湯
前
町
、
水
上

村
の
三
町
村
の
合
併
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ
、
こ
の
三
町
で
の
合
併
任
意
協
議
会
が
平
成
一
五
年

二
月
に
立
ち
上
が
っ
た
。
多
良
木
町
に
お
い
て
は
、
町
執
行
部
、
議
会
共
に
法
定
協
議
会
移
行

に
賛
成
で
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
法
定
協
議
会
設
置
に
批
判
的
な
意
見
は
少
な
か
っ
た

が
、
水
上
村
、
湯
前
町
と
の
足
並
み
が
揃
わ
ず
、
三
町
村
の
任
意
協
議
会
は
解
散
し
て
し
ま
い
、

そ
の
後
は
多
良
木
町
と
周
辺
町
村
と
の
合
併
協
議
が
具
体
化
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。（
第
二
編

「
人
吉
・
球
磨
地
域
」
参
照
）

 
 

多
良
木
、
黒
肥
地
、
久
米
の
三
か
町
村
は
、
人
情
、
社
会
慣
習
等
歴
史
的
、
社
会
的
、
経
済

的
に
同
一
生
活
圏
に
あ
っ
た
。
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
当
初
か
ら
多
良
木
町
、
黒
肥
地
村

で
は
町
村
財
政
の
合
理
化
を
は
か
る
た
め
組
合
立
中
学
校
の
設
置
が
具
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
が

 
 

本
村
の
地
域
は
、
多
良
木
そ
の
他
の
町
村
と
と
も
に
久
米
郷
と
し
て
同
一
行
政
区
域
を
な

し
た
が
、
久
米
村
は
、
こ
の
久
米
郷
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
相
良
藩
政
時
代
に
幸
野
溝
が
開

さ
く
さ
れ
、
新
田
が
開
発
さ
れ
た
東
方
村
と
名
づ
け
ら
れ
た
が
、
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）

に
、
藩
は
、
あ
ら
た
め
て
村
境
を
定
め
、
東
方
村
を
久
米
、
湯
前
、
多
良
木
の
三
か
村
に
分

割
、
併
合
し
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
人
吉
県
が
置
か
れ
た
時
に

は
、
久
米
村
は
、
奥
野
村
、
槻
木
村
と
一
行
政
区
域
を
な
し
て
い
た
が
、
七
年
の
改
正
大
小

区
制
の
も
と
で
は
、
本
村
は
、
奥
野
、
槻
木
、
皆
越
、
岡
本
、
宮
原
の
各
村
と
と
も
に
第
一

四
大
区
第
九
小
区
に
属
し
た
。
一
二
年
、
郡
区
町
村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
再
び
久
米
、
奥

野
、
槻
木
の
三
か
村
で
一
行
政
区
域
と
な
り
、
久
米
村
戸
長
役
場
を
置
い
た
。
二
二
年
、
町

村
制
の
施
行
の
際
に
、
久
米
、
奥
野
は
合
併
し
久
米
村
と
な
り
、
槻
木
村
と
組
合
を
構
成
し

た
が
、
二
八
年
に
久
米
村
と
槻
木
村
を
合
し
て
久
米
村
と
な
っ
た
。

 
 

本
村
は
、
多
良
木
町
と
同
様
の
変
遷
を
経
て
、
七
年
の
大
小
区
制
の
改
正
に
よ
り
、
多
良

木
、
須
恵
両
村
と
と
も
に
第
一
四
大
区
第
八
小
区
に
入
っ
た
が
、
一
二
年
の
郡
区
町
村
編
制

法
の
施
行
に
よ
り
、
単
独
の
戸
長
役
場
が
置
か
れ
た
。
同
年
二
月
、
岩
野
、
江
代
の
両
村
と

同
一
行
政
区
域
を
な
し
た
が
、
二
二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
際
し
て
黒
肥
地
村
は
単
独
村
と

な
っ
た
。

 
 

本
町
は
、
相
良
七
〇
〇
年
の
藩
政
の
下
に
あ
っ
た
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩

置
県
に
よ
り
相
良
藩
は
人
吉
県
と
な
っ
た
。
同
年
一
一
月
、人
吉
県
は
八
代
県
に
合
併
さ
れ
、

六
年
一
月
、八
代
県
は
さ
ら
に
白
川
県
に
合
併
さ
れ
た
。
六
年
の
大
小
区
制
の
改
正
に
よ
り
、

黒
肥
地
、
須
恵
両
村
と
と
も
に
第
一
四
大
区
第
八
小
区
に
入
っ
た
が
、
一
二
年
の
郡
区
町
村

編
制
法
の
施
行
に
伴
な
い
、
多
良
木
村
は
独
立
し
、
二
二
年
の
町
村
制
の
施
行
に
際
し
て
も

独
立
村
と
し
て
残
り
、大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）、
町
制
を
施
行
し
て
多
良
木
町
と
な
っ
た
。

多

良

木

町

黒

肥

地

村

久

米

村

多
良
木
町

多

良

木

町

（
明
三
〇
・
四
・
一
新
設
）

多

良

木

村

多

良

木

町

多

良

木

町

黒

肥

地

村

黒

肥

地

村

久

米

村

久

米

村

久

米

村

久

米

村

奥

野

村

槻

木

村

（
大
一
五
・
五
・
一
町
制
施
行
）

（
明
二
八
・
二
新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）

（
明
二
二
・
四
・
一
新
設
）

久
米
列
村（
全
部
事
務
組
合

）

市

制

・

町
村
制
前

市

制

・

町

村

制

後

終

戦

ま
で

終

戦

時



 －3－

た
ま
た
ま
同
年
一
〇
月
に
町
村
合
併
促
進
法
が
施
行
さ
れ
た
の
に
伴
な
い
、
こ
の
問
題
も
一
時

た
な
あ
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

一
方
、
県
が
多
良
木
町
、
黒
肥
地
村
、
久
米
村
の
合
併
試
案
を
発
表
し
た
の
で
、
関
係
三
か

町
村
で
は
町
村
当
局
、
議
会
お
よ
び
学
識
経
験
者
等
の
間
で
、
合
併
の
是
非
が
論
ぜ
ら
れ
、
ま

た
、
こ
れ
ら
の
人
達
が
中
心
と
な
っ
て
部
落
ご
と
の
座
談
会
等
も
開
か
れ
た
。
座
談
会
で
は
、

主
に
財
産
問
題
や
税
金
問
題
が
最
大
関
心
事
と
し
て
論
議
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
翌
二
九
年
八
月
ご
ろ
か
ら
、
関
係
三
か
町
村
に
お
い
て
合
併
に
関
す
る
具
体
的
な

協
議
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
合
併
に
対
す
る
研
究
と
資
料
作
成
に
着
手
し
た
。
こ
の
結
果
、

健
全
財
政
の
確
立
と
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
期
す
る
に
は
、
適
正
規
模
の
町
村
を
つ
く
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
識
が
三
か
町
村
全
般
に
起
こ
り
、
同
年
一
二
月
一
日
、
多
良
木
町
、
黒
肥
地

村
、
久
米
村
合
併
促
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て
合
併
へ
の
動
き
は
本
格

化
し
、
新
町
建
設
計
画
の
策
定
そ
の
他
合
併
に
関
す
る
協
議
、
町
村
合
併
促
進
に
つ
い
て
の
啓

発
宣
伝
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。 

合
併
促
進
協
議
会
は
、
総
務
、
文
化
、
土
木
、
経
済
の
四
分
科
委
員
会
を
つ
く
り
、
各
委
員

会
に
関
係
町
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四
人
の
委
員
を
選
出
し
、
最
大
の
問
題
で
あ
る
資
産
、
負
債
お

よ
び
税
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
、
各
委
員
会
ご
と
に
協
議
を
重
ね
て
い
っ
た
。 

な
お
、
こ
の
間
、
黒
肥
地
村
と
久
米
村
で
は
、
一
部
に
現
状
維
持
を
主
張
し
、
合
併
に
反
対

す
る
者
も
あ
っ
た
が
、
合
併
促
進
協
議
会
等
に
よ
る
啓
発
の
結
果
、
両
村
と
も
全
面
的
に
合
併

に
賛
意
を
表
す
る
に
至
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
合
併
促
進
協
議
会
は
、
三
〇
年
四
月
一
日
に
合
併
を
目
標
に
、
新
町
建
設

の
具
体
的
事
項
を
決
定
し
、
翌
三
〇
年
三
月
一
日
と
二
日
に
関
係
各
町
村
の
議
会
に
お
い
て
、

合
併
の
議
決
を
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
同
年
四
月
一
日
、
多
良
木
町
、
黒
肥
地
村
お
よ
び
久
米
村
は
合
併
し
、
新

多
良
木
町
の
発
足
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
中
球
磨
五
か
町
村
（
岡
原
村
、
上
村
、
深
田

村
、
須
恵
村
、
免
田
町
）
合
併
問
題
で
紛
糾
し
て
い
た
岡
原
村
と
の
再
合
併
問
題
が
一
部
で
進

め
ら
れ
、
三
二
年
一
二
月
、
多
良
木
町
議
会
議
員
と
岡
原
村
議
会
議
員
の
う
ち
、
多
良
木
町
、

岡
原
村
の
合
併
を
策
す
る
議
員
同
志
が
相
謀
り
、
突
然
両
町
村
議
会
を
招
集
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

両
町
村
の
合
併
議
決
を
行
な
っ
た
。 

そ
こ
で
県
は
、
こ
の
問
題
を
重
視
し
て
、
町
村
合
併
の
円
満
な
進
展
を
期
す
る
た
め
、
多
良

木
町
長
に
対
し
て
中
球
磨
五
か
町
村
合
併
の
趣
旨
を
説
明
し
、
多
良
木
町
の
協
力
を
要
望
し
た
。

 

こ
の
後
も
し
ば
ら
く
は
多
良
木
町
、
岡
原
村
合
併
促
進
協
議
会
等
が
あ
っ
て
活
動
し
て
い
た

が
、
以
後
大
き
な
動
き
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

３ 

合
併
条
件
お
よ
び
協
定
事
項 

（
一
） 

合
併
の
形
式 

 

多
良
木
町
、
黒
肥
地
村
、
久
米
村
を
合
体
合
併
す
る
。 

（
二
） 

合
併
の
時
期 

 

昭
和
三
〇
年
四
月
一
日 

（
三
） 

新
町
名 

 

町
名
は
「
多
良
木
町
」
と
す
る
。 

（
四
） 

役
場
の
位
置 

多
良
木
町
一
、
六
一
〇
番
地
（
現
多
良
木
町
役
場
）
に
置
き
、
昭
和
三
〇
年
度
に
お
い

て
隣
接
地
を
買
収
し
、
庁
舎
を
増
築
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
五
） 

出
張
所
の
位
置
、
職
員
の
定
数
お
よ
び
そ
の
事
務 

１ 

黒
肥
地
出
張
所 

黒
肥
地
村
大
字
茂
原
（
現
黒
肥
地
村
役
場
庁
舎
） 

２ 

久
米
出
張
所 

久
米
村
大
字
久
米
（
現
久
米
村
役
場
庁
舎
） 

３ 

槻
木
出
張
所 

久
米
村
大
字
槻
木 

４ 

出
張
所
職
員
は
、
黒
肥
地
、
久
米
両
出
張
所
は
各
二
人
、
槻
木
出
張
所
は
一
人
と
し
、

使
丁
は
、
黒
肥
地
、
久
米
両
出
張
所
に
各
一
人
と
す
る
。 

５ 

所
掌
事
務 

イ 

戸
籍
お
よ
び
住
民
登
録
に
関
す
る
事
務 

口 

諸
証
明
に
関
す
る
事
務 

ハ 

町
税
そ
の
他
納
入
に
関
す
る
事
務 

ニ 

そ
の
他
必
要
な
事
務 

（
六
） 

助
役
の
定
数 

 

一
人
と
す
る
。 

（
七
） 

議
会
の
議
員 

１ 

議
員
の
定
数
は
、
地
方
自
治
法
第
九
一
条
に
よ
り
二
六
人
と
す
る
。 

２ 

議
員
の
選
挙
区
お
よ
び
定
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
選
挙
区
は
合

併
後
最
初
の
選
挙
に
限
る
も
の
と
す
る
。 

第
一
選
挙
区 

 

多
良
木
町 

 

一
〇
人 
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町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
の
二
を
適
用
し
、
町
村
合
併
の
際
、
関
係
町
村
の
教
育
委
員
会

の
選
挙
に
よ
る
委
員
が
四
人
を
互
選
し
、
昭
和
三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
在
任
す
る
も
の
と

す
る
。

 
 

町
村
合
併
促
進
法
第
二
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
町
村
合
併
の
際
、
現
に
そ
の
職
に
あ
る

合
併
関
係
町
村
の
一
般
職
の
職
員
は
引
き
続
き
新
町
の
一
般
職
の
職
員
と
し
て
身
分
を
保
有

せ
し
め
、
職
員
の
勤
務
年
数
は
、
こ
れ
を
継
承
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
合
併
関
係
町
村
の
不
均
衡
を
調
整
し
、
そ
の
他

身
分
取
扱
い
に
関
し
て
は
一
般
職
の
職
員
の
す
べ
て
を
通
じ
て
公
正
に
処
理
す
る
。

 
 

一
般
職
の
職
員
の
退
職
手
当
は
、
町
村
合
併
後
一
年
以
内
に
退
職
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
新
町
の
普
通
退
職
手
当
額
の
二
倍
の
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
は
、
別
に
考
慮
す
る
が
、
原
則
と
し
て
各
合
併
関
係
町
村

に
お
い
て
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 

合
併
関
係
町
村
の
駐
在
員
（
区
長
）
は
、
区
長
と
し
て
こ
れ
を
存
置
し
、
逐
次
統
合
整
理

を
す
る
。

 
 

一
般
基
本
財
産
中
山
林
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
黒
肥
地
村
お
よ
び
久
米
村
は
次
の
割
合

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
財
産
区
を
設
け
、そ
の
他
は
い
っ
さ
い
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

 
 

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
の
三
の
規
定
を
適
用
し
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
二
四
人

と
し
、
昭
和
三
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
在
任
す
る
も
の
と
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
選
挙
区 

 
 
 

黒
肥
地
村 

 
 
 

八
人

 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
選
挙
区 

 
 
 

久
米
村 

 
 
 
 
 

八
人

（
八
） 

 
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
お
よ
び
定
数

（
九
） 

 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
お
よ
び
定
数

（
一
〇
） 

 

合
併
関
係
町
村
の
職
員
の
身
分
取
扱
い

１２３
（
一
一
）
部
落
駐
在
員
（
区
長
）

（
一
二
） 

 

資
産
お
よ
び
負
債
の
帰
属
処
分

 
 

１ 
 

行
政
財
産
は
、
い
っ
さ
い
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

 
 

２

 
 
 
 
 
 

黒
肥
地
村 

 

山
林
面
積
（
施
業
案
面
積
）
の
約
三
分
の
一

 
 
 
 
 
 

久
米
村 

 
 
 

山
林
面
積
（
施
業
案
面
積
）
の
約
三
分
の
一

３ 
 

特
殊
基
本
財
産
は
、
い
っ
さ
い
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

４ 
 

負
債
（
一
時
借
入
金
を
除
く
。
）
は
、
全
額
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

 
 

合
併
関
係
町
村
税
そ
の
他
の
収
入
金
で
収
入
未
済
分
は
、
合
併
と
同
時
に
新
町
に
引
き
継

ぐ
も
の
と
す
る
。

 
 

新
町
の
大
字
お
よ
び
小
字
名
は
、
多
良
木
町
、
黒
肥
地
村
に
大
字
を
冠
し
、
そ
の
他
は
従

来
の
ま
ま
と
す
る
。

 
 

現
多
良
木
町
に
消
防
本
部
を
置
き
、
各
町
村
に
分
団
を
設
置
す
る
。
た
だ
し
、
一
年
後

に
お
い
て
一
本
化
す
る
。

 
 

関
係
町
村
に
お
け
る
土
木
、
耕
地
そ
の
他
各
種
の
継
続
事
業
お
よ
び
既
定
計
画
事
業
は
、

継
続
し
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
一
三
） 

 

町
村
税
そ
の
他
滞
納
整
理

（
一
四
） 
 

新
町
の
大
字
お
よ
び
小
字
名

（
一
五
） 

 

消
防
団
の
統
合

 
 

１ 
 

現
在
の
三
か
町
村
の
消
防
機
械
器
具
は
、
新
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

 
 

２
（
一
六
） 

 

国
民
健
康
保
険

 
 
 
 

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
合
併
と
同
時
に
統
合
し
、
全
区
域
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（
一
七
） 

 

各
種
事
業

（
一
八
） 

 

次
の
団
体
の
早
期
統
合
を
あ
っ
せ
ん
す
る
。

 
 
 
 

農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合
、
森
林
組
合
、
商
工
会
、
青
年
団
、
婦
人
会
、
そ
の
他

（
一
九
） 

 

町
税
の
賦
課
率 

 
 
 

均
一
課
税
と
す
る
。

消
防
長

団

長

副
団
長

団

長

副
団
長

団

長

副
団
長

自
第

一
分
団

自
第

一
分
団

自
第

一
分
団

至
第
一
四
分
団

至
第
一
一
分
団

至
第　

九
分
団

（
多
良
木
消
防
団
）

（
黒
肥
地
消
防
団
）

（
久

米

消
防
団
）
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４ 
 

合
併
時
の
三
役
と
正
副
議
長

５ 
 

合
併
時
の
関
係
町
村
の
現
況
表

長

助

役

収

入

役

議

長

副

議

長

町

村

名

多
良
木
町

黒
肥
地
村

久

米

村

浅
田

正

本
田

岩
見

宮
原

林
助

山
崎
谷
五
郎

村
岡
伊
之
雄

那
須

忠
市

松
本

魁

大
山
田

休

北
崎

澄
義

篠
原
寅
次
郎

魚
住

健
蔵

高
橋

勇

木
下

秋
市

森
田

倉
蔵

宮
原

哲
夫

区

分

都
市
的

業

態

そ
の
他

の
業
態

人人人人
人

人
戸人

平
方
粁

商

工

業

そ

の

他

そ

の

他

計計

農

業

官

公

署

中
学
校
以

上
の
学
校

中

学

校

高

等

学

校

人

口

戸

数

面

積

業

態

生

業

の
割
合

一四
一
五

一
六
、
九
九
九

八
、
六
八
〇

一
、
三
六
五

八
、
三
一
九

二
、
二
三
三

八
七
五

一
六
五
・
六
〇

三
、
五
五
二

一
九
、
二
三
二

一一八

七
、
二
八
〇

四
、
九
三
七

二
、
三
四
三

一
、
五
六
〇

一
、
七
〇
四

六
一
九

二
七
・
九
〇

九
四
八

八
、
八
四
〇

―

一三

四
、
九
九
八

二
、
一
三
〇

二
、
八
六
八

三
五
一

一
〇
一

三
六
・
〇
〇

二
五
〇

九
一
二

五
、
三
四
九

―

二四

四
、
七
二
一

八
七
五

三
、
八
四
六

三
二
二

一
五
五

一
〇
一
・
七
〇

一
六
七

九
三
六

五
、
〇
四
三

多
良
木
町

多
良
木
町

黒
肥
地
村

久

米

村

合

併

町

村

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

国

税

納

税

額

県

税

納

税

額

市

町

村

税

納

税

額

前

年

度

予

算

総

額

会
社
、工
場
、事
業
場(

資
本
金
五
百
万
円
以
上)

生

産

額

鉱

工

産

農

産

そ

の

他

計

四
一
九
、
七
四
〇

一
〇
七
、
五
一
八

二
七
八
、
八
六
七

三
三
、
三
五
五

一
三

一
〇
二
、
七
六
一

三
一
、
四
五
二

九
、
九
〇
三

二
一
、
七
一
三

二
二
二
、
三
七
三

八
八
、
九
五
一

一
〇
〇
、
〇
六
七

三
三
、
三
五
五

一
三

五
一
、
六
五
七

一
六
、
八
一
〇

一
六
、
〇
一
三

八
、
四
八
〇

一
〇
七
、
八
二
七

一
八
、
五
六
七

八
九
、
二
六
〇

― ―

二
三
、
四
九
九

七
、
五
四
一

二
、
七
三
七

八
二
〇

八
九
、
五
四
〇

―

八
九
、
五
四
〇

― ―

二
七
、
六
〇
五

七
、
一
〇
一

六
〇
三

二
、
九
六
三
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